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　Haunggi （黄耆）is　 one ｛，f　the 　most 　important　Chinese　crude 　drugs
，
　 and 　is　 used 　for　 the

treatment　of 　nutritional 　disorder，　general 　weakness ，　weakness 　after 　disease，　and 　tubercuiosis．

　The 　r σot 　Qf　Hedysarum　polybotrys　HAND ．−MAzz ．　is　a　 variety 　of　Haunggi　 named 　 Honggi
（紅耆）．

　An 　 antlbacterial 　substance 　 was 　 isolated　 from　 HQnggi 　 and 　 identi丘ed 　 as ！−3．hydroxy ．9−
rnethoxypterocarpan 　（1）．

　黄 曹 は神農 本 草経
3）

の 上 品 に 「主 癰疸久敗瘡排膿止痛大風癩疾五 痔鼠優
・・…

」 と記載 され ，化膿 性 疾 患 ，癩 疾，痔

疾 な ど の 治療薬と し て 用 い られ る漢薬で ，その 後 TABLE 　I に 示 し た よ うに 歴 代 本 草書
3・4）

に も，化膿性 疾患 に 用 い

られ た 記載が 見 られ る．黄 耆 は ま た金 匱要 eq　
「“），備急千 金 要方

6）
， 千金翼方

7），外台 秘要
8）

な ど の 医方書 に お い て も化

膿性 疾 患 の 治療を日的 と し た処方中に 配剤され，内服 ある い は膏薬や 貼 り薬 りと して 外用 されて い る．

　そ の 他，黄耆 は 強壮，利尿，止 汗 の 目的で 用 い られ る こ と も多い が ，神農本草経 の 条 文 な どか ら，黄 耆 に は 抗菌作

用 が期待 で き，す で に 徐
9）

， 張
10 ｝

も認 め て い る．今風 再確認 の 目的で 各穂 1ゴ販品 に つ い て 抗菌性 を検討 した 結果，
抗菌力 に 差 異 が 認 め られた ．こ の 原囚 の

一
つ は 基源植 物 に あ る もの と思わ れ る ．

黄耆 の 原植物 こ 関 して 中葯志
11）1α

一IAstragalus　 membranaceus 　BUNGE ，　A ．　m ・ngh ・li・u ・　BUNGE
，
　A ．　t。ng 。1。 nSis
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日本生薬学会千葉大会 （工975年10月 ） で 発 表．
L ・ cati 。・ ・ a ）3−4，　K ・w ・kae，　Higashiosalea，　 O・ak ・ ；　b）380　 Ni ・hiy・ m ・

，
　 S ・y・ m ・，　 Minamile ・ wa ・hi．9 ・tn

，

Os嬬 σ ；c＞33−94
，
　Eveoki−cho

，
　Suita

，
　Osaka ，

唐 慎 微 ，
“
重 修政和経史證類備用本草

”
，

7 巻 ， 草部上 品之下，人 民衛生 出版 社影印本 ， 第 1版，北京，1957
，

P．178．

王 好古，
“

湯液本草
J“

， 人民衛生出版社影印本，北京，1956 ，P．32．
張仲景 ，

“
金匱要略

”
，明 ・兪子木刊木，巻之中 ， 燎原影印本，東京，1968，P．144．

孫思遞 ，
“
備急千金要方

”
，22巻，国 立 中 国 医 薬研究所，台北，1954，pp ．393〜399．

孫思邀 ，
“

千金翼方
”

，22巻，23巻，国立 中国医薬研究所，台北，1954，pp ．269〜277．
王 熹，

“

外台秘要
”

， 巻23
， 国立 1

．
i咽 医薬研究所版，台北，1964，　P，276 他，

徐仲 呂，中  医学奈志，33，71 （1947）．
W ．Zhang ，　 Chin．　Med ．ノ．，67，648 （1949）．

「

中国医学科学院葯物研究所等編，
“
中葯志

”
，ag　1冊，人民衛生 出版祉，北京， 1975，　 P．　854．
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TABLE 　L　中国の 古文献に み られ る黄薔の 化膿性疾患 に 用 い られた例

本　草　書

　神 農 本 草 経 ：主 癰疽久敗廬排膿癩疾五 痔鼠痩

　名　 医　 別　 録 ： 腹痛洩痢癰腫疽瘡

　陶　　 隠　　 居 ：又 有赤色者可作膏貼用消癬腫俗方多用

　薬　 　 性　 　 論 ： 治発背

　日華子 諸 家 本 草 ：破薇癖瘰癧痩贅

　本　草　 備　用 ：外用排膿，内托，瘡癰聖薬

書

匱

金

金

方　

金

千

千

医

外

　　要　 略 ：其身必 甲錯……必 生悪瘡 ： 桂枝加黄耆湯

　　要　 方 ：癰疽 ： 黄耆竹葉湯，黄曹茯苓湯，内消散，乾地 黄丸 ，松脂膏

　　翼 　方 ：癰疽 ：甘菊膏 ， 生肉膏 ， 排膿散 ， 黄曹散

　　　　　　 発背 ：竹葉湯，黄書湯，生地黄湯，枳実湯

台 秘 要 ：癰疽 ：黄曹膏 ， 卓氏白膏，八 味黄耆薄

大平恵民和剤局方 ：癰疽発背 ： 神効托里散，化毒排膿内補十宣散

萬　 病　 回　 春 ：癰疽 ：托裏消毒散

外 科 正 宗 ：癰疸発背 ： 乳香黄耆散，神効内托散，透膿散 ， 回陽三 建湯

ULBR ．
口
Hedysarum 　poiybotrpts　HAND ．・MAzz ．があげ られ ，そ の 他，地域的に Melilotus　sPP ・

，
　Medic α90　sPP ・・Oxy −

toropis　spp ．な ど多 くの もの が 代用 さ れ る と記 され て い る ，第九改正 日本薬局方
12 ）

で は A ．　 membranaceus 　BUNGE

ま た は その 他同属植物 の 根 で あ る と規定し，Hedysarum 　spp ．を基源 とす る もの を局方不適 とし て い る，し か し ll・

Polybotrys　HAND ．・MAZZ ．を 基源 とす る 黄耆は 紅苓，晋耆，束黄耆 とも称 され，わ が 国で は 古 くか ら輸入 され ，漢方

医家 の 問 で 繁用 され ， 現在台湾 で は ほ とん ど本品を使用 して い る こ とか ら
13 ）

， ま っ た くの 偽品 とは断定しが た い ．ま

た 趙 ら
14 ）が 文献的考証を し た 結果，梁代の 陶弘景

3）
が 「赤色 の もの は 膏 に して 癰腫に 外用す る 」 とい っ た も の は ，

Hedptsarum　 spp ．を 基 源 とす る 生 薬 で あろ う と報告 し て い る ．

　 そ こ で A ．membranaceus 　BUNGE を基源 とす る 綿黄耆
15）

と H ．ρotybotrys 　HAND ．−MAzz ，を 基源 とす る紅耆
15 ）

の

抗菌力 を 比較 し，比較的抗菌力が強 か っ た紅誉 か ら抗菌性 成分 を．単離し，そ の 抗菌 ス ペ ク トル を 若干検討 した の で 報

告す る．

　なお ， 黄營 の 成分 に 関 して は 溝淵 ら
16） が β

一
シ トス テ 卩 t・・ル ，リノ ール 酸 ， リノ レ ン 酸を報告し ， 倉林 ら

の が イ ソ

フ ラ ボ ン 誘導体 に つ い て 構造研究を 行 な っ て い る ．

　薬理 的 に は 寺 田 ら珊 が 血 圧 に 対 す る作 用 ，血 管 に 対 す る 作用 ，ア ド レ ナ リ ソ に 対す る 拮抗作用 を 報告 し，岡安
上9）

は

黄耆 の 温保作用 に つ い て 報告して い る．また 藤 田
2D ）は 各種黄費 の 血 圧 ， 呼吸 に 対す る作用 ， 家兎耳殻血 管灌流実験 ，

蛙摘出心臓 お よ び家兎腸管 に 対す る 作用 な ど に よ っ て そ の 効力 の 比 較を 行 な っ て い る．さ らに Hikino ら
2D

は ラ ッ ト

を 用 い て A ．membr α naceus の 降圧成分 の 追究を 行ない ，有効成分 が γ
一aminebutyric 　acid で ある こ とを 明 らか に

し ， 各種黄耆 に っ い て 定量 して い る．
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日 本 公定書協会，
t‘
ee九改正 日本薬局方

”
，廣川書盾， 東京 ，

1975
，
　 P，854．

1972年 8 月わ れ わ れ が 中華民 国台湾省台 北 市 で行 な っ た 市 場 調査の 結果 （未発表）．
趙 孀黄，歩毓芝，土孝濤，毛華訓，中国薬学会第二 届全国会員代表大会論文摘要集，第 1 集，64 （1956）．

東　丈夫 ， 名越規朗の 鑑定 に よ っ た．

溝淵貫
一，安淵弘吉，宮脇美那子，東　丈夫，生薬，18，73 （1964），

倉林正明，小木曾彰，日本薬学会 89年 （名古屋，1969年 4 月）講演要 旨，P．320 ；嶋 田寿 男，斎藤保，柴 田

承 二 ，小 林曾彰，倉林正 明 ， 日 本薬学会第 96年会 （名古屋，1976年 4 月）講演要旨，P．　289．

寺 田文次郎，高橋富雄，日本医学及 び健康保険 ，
322

，
500 （1941）．

岡安敬三 郎，体質医学 研 究 所報 告 ，1，184 （1951）．

藤田正 躬，四 国医学雑誌，14，1，9，24 （1959 ）．
H ．Hikino

，　S．　Funayama 　and 　K．　Endo，　Planta　Med ．，30，297 （1976）．
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実　験 結　果

　1）　各種黄耆の 抗菌性の検討

　各 種 黄 耆 の メ タ ノ ール
t 水 に よ る各抽出液の 抗歯性を検 討 し た ．その 結果，い ずれ の 黄 耆 も メ タ ノ ール 抽 出液は

抗菌性 が認 め られ，な か で も紅耆は 比 較的強 い 抗 菌性 が 認 め られ た，しか し，水抽出液は い ずれも無効で あ っ た

（TABLE 　II）．

TABLE 　II．　 Antibacterial　Test　 of　the　Methanol 　Extracts　 Qf　I｛aunggi

Organisms 澄．mem うアαア2召 oθ銘 s

1 II III
H ．カ0かう0置アタS

　　 I厂

S，au プeus 　209P

5．aureus 　248　fiH．Pci｛

8．aureus 　248　pH −Pcs

S．　lutea　3232

E ．coli 　 3301

・
卜
．

十

十

十

十

十

十

十

十 十

1 ：from 　Hong 　I（ong 　market ，　II ；from 　Republic　 of　KQrea
，
　III：from 　North 　Korea

，
1厂 ：

from 　China
，

一
： no 　growth， 十 ：grQwth ．

　2）　紅耆か ら抗菌性成 分 の 単離

　StaPhyroccus　aureus 　209P を 被検菌 と し， 抗菌性を検討 しなが ら分画を行な っ た ．

　予試験 と し て 粗切 した 紅耆 を メ タ ノール で 抽出 し，そ の エ キ ス を エ
ー

テ ル 可 溶 部 と不 溶 部 に 分 画 し，可 溶 部 は さ ら

に ベ ソ ゼ ソ
．
卩∫溶部 と不 溶部 に 分 画 した結果 ，

ベ ン ゼ ン 可溶部 の み に 抗菌性 が認 め られた ，

　そ こ で 粗切 した紅蓍を ペ ン ゼ ソ で 熱抽出 し，ベ ン ゼ ソ エ キ ス を 」・・一一テ ル 処 理 し，＝ 一テ ル 可溶部 を シ リカ ゲ ル カ ラ

ム ク 戸 マ ト グ ラ フ ィ
ーに よ り分 画 し，抗 菌 性 を有 す る 無色 柱 状 晶 （1） を 得 た．

　（1 ） は c16Hl404
，
　 mp 　131−132°

， ［α ］　k9　− 220°，マ ス ス ペ ク トル で m ／e　270 に 親 イ オ ン ピ ーク ，　 uv 吸収 ス ペ ク 1・

ル で 282nm （log ε＝3．87），
2．87 （1。g ε＝3．　92） に 吸収極大，　 IR で 3400，16／5，1595，／493　cm

−1
に 特異吸 収を 示

し て い る．ま た NMR ス ベ ク トル で δ 3．75 に 一〇C 恥 ，
5．　14 に 一〇H の プ Pt　i・ン が 認め られ る．

　 こ れ らの 物理 恒 数は 文献上 の 1−3・hydroxy−9−methoxypterecarpan22 ）
に
一

致 し て い る ．

　本 品 の ピ リ ジ ン ，無水酢酸 に よ る ア セ チ ル 体 （fi）は C
エsH160s ，　 mp ］28

°
〔lit．123

°
） で ，そ の NMR ス ペ ク トル

は i−3−hydroxy −9−methoxypterocarpan の ア セ チ ル 体 の それ に
一

致 して い る z3）．

　そ こ で 標 品
24）

と IR ス ペ ク トル の 比較を 行 な っ た 結果，ま っ た く
一
致した の で ，（1） は ノー3−hydroxy−9−methoxy −

PterocarPan で あ る と同定 した （Chart　1），

HQ

○
○

H
’
0

．H

O
　 　 OCH3

Chart　 L

3）　 （1） の 抗菌性

（1） の 各種微生物 に 対す る抗菌性 の 最低有効濃度を TABLE 　III ｝こ示 した．

結論 お よ び考察

Hedysaru　m 　polybotfys　HAND ．−MAzz ．を 基源 とす る紅 耆 か ら抗菌性成分 と して 1−3−hydroxy−9−methoxypterocarpan

〉

）

）

ワヨ

34
222 D ．G ，　 Smith

，
　 A ．G ．　 Mclnnes ，　 VJ ，　 Higgins　 and 　R ．L．　 MillerレPiiysiol．　 Plant．　Pathol．， 1

，
41 （1971）．

K ．G ．R ，　 Pachler，
　 W ．G ．E ．　 Underwood ，　 Tetrahedron ，23，ユ817 （1967）．

C．H ．S ，　Andrade 氏 か ら分与 され た （＋ ）−3−hydroxy −9−metoxypterocarpan を ク 卩 Pt ホ ル ム 溶液と し て 測定

した ．

（84 ）
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TABLE 　III．　 Antimicrobial　Activities　 of （1）MIC （μg／ml ）in　 vitro

Antibacterial　 Activities

　S，砂 勿 roceccus 　aureus 　TERA ∫IMA

　 S．｛zureus 　 209P

　5 ．aureus 　248βH −PcR

　 S、a κ reus 　248βH −Pcs

　 Esc加 ア記屠 α coli 　K −12

　ShigelJaガ脚 2幽 2aEW 　10

　 Pseκdomonas　aeruginosa 　TSUCHIJIMA

Antimycotis　Activities

　 Candida 　 atbicans 　ATSS 　 IO257

　 TrichoPh丿ton 　mentagroPJtytes

AntituberculQus　Activity

　 几伽 吻 cterium 　 tuberculous 　H37Rv

＞100

　 100

　 50

　 50

＞ 100

＞ 100

＞ 100

＞ 100

　 30

10

（1） を 単離 し た ．〔1） は phytQzlexin22
）

の
一

つ で あ る とされ て い るが ，その 抗菌性 に 関す る 詳細な 報告 は なか っ

た．本 研 究 で 数種 の 微 生 物 に対す る抗菌性を検討 し た結果 ， 細菌 で は S．atireus 　248pH −PcR
，
　S 、　aureus 　248毋 一Pcs

，

に 対 し と もに 50 μ9／m1 ，　S．　 aureus 　209P に 100μ91ml ，　Mycobacterium　tubercMious　H37RV に 10 μ9／ml で 有効 で

あ り， 真菌 の TrichOPhyton　 mentagxoPhytes に 対 し 30 μg／ml で 有効 で あ る こ とを 明 らか に し た ．

　黄耆が 皮膚 の 水分代謝 に 関 ケす る生 薬で あ る とい わ れ て い る点 と　T．mentagroPhytes に 対 し 30 μg／m1 で 有効 で

あ る こ と と あわ ぜ る と，白癬菌 に よ る 疾病 の 治 療薬 へ の 応 用 が期待 で きる ．

　ま た 朝鮮 産 の 綿 黄 曹 か ら抗菌性成分の 単離 を 行 な っ て い る が， （1） と は 異 な る 物質 で あ り， 薄層 ク ロ マ トグ ラ フ

ィ
ー

に よ る検討 の 結果，中国産，北鮮産の 黄耆 も （1）を含有せ ず，各種黄曹の 抗菌力の 相違は （1＞ に よ る もの と

考 え る．

実　験　の 　部

　実験材料

　ユ． A ．　 membr α naceus 　BUNGE を基源 とす る綿黄耆

　 a ） 申 国産 香 港市 場 品 （1974年 8 月永大行）

　b ）韓国産大阪市場品 （1974年 5 月栃本天海堂）

　 c ）北 鮮 産大 阪 市場 品 （1974年 5 月栃本天海堂）

　2． H ．　Polybotrys　HAND ．−MAzz ．を 基 源 とす る 紅 耆

　 a ） 中国産大阪市場品 α974年 5 月栃本天海堂）

　紅耆 か ら抗菌性成分の 単離
25 ）

　紅耆 4kg を粗 切 し，熱時 101 の ベ ン ゼ ン で 3 回抽出 し，抽 出 液を 合せ ，減圧 濃縮 して ，ベ ソ ゼ ソ エ キ ス 52　g

を 得，っ い で 」t・一一テ ル L51 で 2 回還 流 抽出 し，得 られ た エ ーテ ル エ キ ス 43g を，ク 卩 ロ ホ ル ム ：ペ ソ ゼ ン （1 ： 1）

を 溶出溶媒 とす る シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー （ベ ッ ドの 直径 17　crn ，高 さ 75　cm ） に か け ， フ ラ ク シ 。

ソ No ．9〜19 （1 フ ラ ク シ ョ ソ ＝1，　OOO　ml ） に 抗菌性を認 め た ．こ の 画分 を ク ロ ロ ホ ル ム を 溶媒 と して 再度 シ リ カ ゲ

ル カ ラ ム ク ロ
ー
マ ト グ ラ フ a

− （ベ ッ ドの 直径 10cm ，高 さ 46　cm ） に か け ，
　 No ．13〜26 （1 フ ラ ク シ ョ ン ＝200　ml ）

に 抗菌性を 認 め た ．こ の フ ラ ク シ ョ ソ を ベ ソ ゼ ン ：ア セ ト ン （99 ：1）の 溶媒 で さ らに シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク 卩 マ ト グ ラ

フ ィ
ー （ベ ッ ドの 直径 4cm ，高 さ

．39　cm ＞ に か け，抗菌 性 を 示 す No ．46〜68 の フ ラ ク シ ョ ソ （1 フ ラ ク シ ョ ン

＝25ml ） を 60°で減圧濃縮し，粗結晶 700　mg を 得た ．こ の 物質を ベ ソ ゼ ソ で 再 結 晶 し，無色柱状晶 （1） を

25） 融点は 柳木微量融点測定装置で 測定 し，未補正 で あ る．NMR は Variau　HA −100D で 測定 し，内部基準物質

　　　と し て Si（CH3）4 を 使用 し た ，Mass ，　IR，　UV の 各 ス ペ ク トル の 測定 は ，そ れ ぞ れ日立 RMU −6，日立 EPI−S2，

　　 日立 ESP2U 型を 用 い た ，カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーに は Kiesergel　60 （70〜230 メ ッ シ ュ）を 用 い た，
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420mg 得た．

　（1）：mp
　
131『132°

・ ［・ 】ig−22°°

（・・・ ・・… 4・CHC1
・），IR鷺隻・ m

−
・

：34・・， ・6ユ5， 1595，・493．　 UV ・膿
・
nm （1。g ，）：

282（3・87）・
　287 （3・　92）・NMR （CDCI ・）δ・OCH ・ 3・75，0H 　5．14，　H 、 7．・38，・H ，

・7．・38
，

。，。 m ．（4H ）6．40−6．53．　 M 。、、 、

m ／e　M ＋ 270・ク “ P ホ ル ム 溶液 と して 得 ら批 IR の ス ペ ク ト ラ ・ は ，（＋ ）−3−h・d ・。・y−9−m 。・h。 xyp ・er 。ca ，pal、 の

それ に
一

致 した．

　 （1）の アセ チ ル 化

　（1）5°m ・ を ビ リ ” °・5・ ml 　 ｝・ 溶鰍 ・鮴 酢酸 ・・5ml を 加 え て 室温 セ・
一

灘 置後，反 臓 を 氷水収 注ぎ，
析出す る結晶を濾取 し，十分氷洗 した後，エ ーテ ル か ら再結晶 し，無色針状晶 （H ） を 52mg 得た．

　（ll）： m ・ 182°
・ NMR （CDC 』〉δ ・ OCH

・ 3・74（li・・3・70）， OCOCH 、 2，26（2．25），・ H 、
・Z　53（7．49＞，・H 、・6．・80（6．76），

H ・ 6・75（6・68），H
・ 7・12（7・08），

H
・ 6・45 （6・・40），

H
、・

6．45 （6，41），
H

、、 5．48（5．43）．

　 抗細菌試験

被検 菌 ：St・phpt・… ccus 　aur ・us 　2・9P・S・　aur ・u ・・TERAJIM ・ ，　S．　aureu ・ 248，、H −Pc1・
，
　S，卿 、。， 248、H −P。

・，． S。i，inα
1” tea　 3232

，
　 Escheri・hia　 c・ti　 K −12・梅 ・磁 伽 ・・擁 2・EW 　10，　Pseud ・m ・na ・　… ugi 。 。s。．TsucHIJIMA，

　 方 法 ：固体培 地 希 釈 法

菌液の 調製 被検齢 肉 エ キ ス プ イ ・ ン （肉エ キ ス … ，ペ プ ・ ・ 1・9，N ・Cl・2．・、 を轗 水 ・
，
… ml に鰐

させ ，pH 　
7．2〜7．4 と し た もの ） に 1 白金 耳ず つ 接種し ， 37°，18 時間培養 した もの か ら減菌蒸留水 4ml に 2 白金

耳 と り菌液 とす る ．

　培 地 ：普通寒天培地 （pH 　7．2〜7．4）．

　 検液の 調製

1） 鰭 の 濃繖 ： 水黼 灘 鰭 繃 切 し ・ そ の 5・ を 300ml の マ イ ヤ ーフ ラ ス ・ に 入 れ ， 水 100　ml を 臓
て 電気 コ ン 曜 よ り・ア ス ベ ス ト・・E・で 黜 し，水 カミ約 2・ m1 に な ・ 塒 ろ 過 し，ろ 液を 5ml 醸 縮 し た もの 鹸
液と した ・メ S7 　一一・レ 黼 灘 鰭 を 粗末 と し ・ その 5・ を ，

・ 〃 一ル で 備 勵 封出 し そ の ろ 灘 2．5ml 喉
縮 した もの を検液と した．

　2） （1） の 検液 の 調製 ： （1） を 1・000μ9／ml ，500μ9／ml
，
100　”9／ml の 50％−MeOH 溶液 とした．

齪 操作 ：2°ml 嗾 菌 し た 試験管i’・　W 通寒天馳 9ml を入れ，オ ートク レ
ープで ・2・

・

，2・ 分騰 す る．滅菌
後培地 が 固 ま る 前に 各検液 1ml を 入 れ よ く攪拌 した の ち，直径 9cm の 滅菌 シ ャ

ーレ lc入れて 平 板 とす る．培地 が

固ま ・ た の ち，継 液か ら IA 金恥 っ と 勉 線 し，37°唖 闇 で 24時間培簸 顕 の 類 の 有勲 肉眼的闢
定す る．なお ，対照は培地 の み と，検液 の か わ りに 50％ メ タ ノ ール を 添加 した もの と した，

　 抗真 菌 試．験

　被検歯 ：Trichoph丿ton　 mentagroph 丿tes，　 Candida　 albicans 　ATCC 　 10257．

　方　法 ：液体培地希釈法

　検液 の 調製 ： （1） を 1
・
000 μ9／ml

， 500μ9／ml
， 300μ9 ／ml ，150 μ9／m1 の 50％ メ タ ノ ール 溶液 とす る．

　 菌液 の 調製 ：

　
T ．mentagroPhytes ：斜 面 培 地 で 10 日 間培養 した 菌を 2 白金耳 と り， 滅菌蒸留水 4ml を 入 れ た 試 験 管中に 入 れ ，

しん とう攪拌 し，静置 した後， そ の 上澄を 菌液と した ．

　
C ．albicans ：斜面培地 で 2 日 間培養 した 菌 を 1 白金 耳 と り，滅菌蒸留水 4 皿 1 入 っ た試験管中に入 れ ， しん とう攪

拌 し て 菌液 と した．

　検定操作 ： 滅菌試験管 に滅菌した 液体 サ ブ ロ ウ培地 9ml を 入 れ，そ れ に 各 菌液を 1 白金耳つ つ 接種 し，　T ．　menta −

groPhytes は 10 日問培養後 ，　C ．　albicans は 48 時間培養後 MIC を求め る．

　抗結核菌作用

　被検菌 ：M ツcobacterium 　tubercutosis　H37Rv ．

　方 法 ：培地 は O．　2％ bovine　arbumine を含む Kirchner を 用 い る ．小試験 管 に 培 地 2，7ml を 入 れ，こ れ に

0．3ml の 検液 と 1滴の 菌液 （0．03％ の Tween 　80 を 含 む M   dified　Kirchner 中で 37°， 10 日間培養 した 菌を OD
O．3 に 調製 し 10

『2
に 希釈 した もの ） を加 え，37°で 3 週間培養 して MIC を 求 め る．
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